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＜要旨＞ 

夢は毎晩生成される一般的な現象であるが，未だ明らかでない点が多い。においは，睡

眠中の脳で処理される一方で，覚醒を引き起こさないことから，睡眠研究に好適である。

REM睡眠には夢体験が起こりやすく，この最中にバラ様のにおいを有するフェニルエ

チルアルコールを呈示したところ，このにおいを好む群にのみ夢への効果が表れ，夢が

むしろ不快に変容した。においを好むことはにおいを強く感じることと関連するため， 

においを好む群にのみ効果が表れた可能性がある。それではなぜ夢が不快になったのか。

本来不快な夢を生じさせやすいとされる REM睡眠中の脳の状態が, におい刺激の呈示

によって賦活されたためであると解釈することもできる。 
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